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First, we investigated the effectiveness of barrier and/or diversion walls in mitigating damage to wooden houses 
through numerical flood simulation and hydraulic experiments, focusing on the flood inundation that washed away 
many old houses in Futegawa Town, located in the Tsukada River basin of Wajima City, during the September 2024 
Oku-Noto Heavy Rain Disaster. Next, we reviewed the research overview and hazard assessments of past debris 
flow disasters in Hiroshima City and Kure City, Hiroshima Prefecture, along with various architectural and urban 
development countermeasures.  
 

１．はじめに 

近年、洪水氾濫や土石流による甚大な被害が頻

発しており、土木分野だけでなく、建築・まちづ

くりによる被害低減のための調査研究が必要とな

っている。ここでは洪水氾濫流の数値計算と水理

実験による止水・導流壁による建物への被害低減

効果と、広島県での土石流ハザードや過去の災害

対策に関する調査研究に関する報告を行う。 
 

２．氾濫流の数値シミュレーションと水理実験に

よる止水・導流壁の家屋流失の低減効果の検討 

2024年 9月の奥能登豪雨災害では輪島市塚田川

流域の久手川町で多数の家屋が流失した。一方、

図１に示す堂山地区では、木造家屋・倉庫の大半

が流失したが、１棟の木造家屋の敷地には RC造の

塀により流失を逃れ、２階に生存空間が確保され

ていた。さらに下流に隣接する木造住家も残存し

ていた。著者らは図２に示すように iRIC（河川流・

河床変動解析ソフト）により、同地区での氾濫流

を再現した 1)。さらに図３に示すように家屋流失

の防止のために様々なタイプの導流壁を設置し、

浸水深さや流速の低下効果を確認した。一方、図

４、５に示すように建物と止水壁の 1/50模型によ

る水理実験を行い、止水壁や隣家の有無による建

物への流体力や流速等を計測した。その結果、止

水壁による流体力の低減、２棟の並列建物による

抗力係数の増大、建物の下流側での流速の低減な

どを確認した。 

３．広島県の土石流のハザードと対策の調査 

広島県では甚大な土石流被害を何度も経験し、

様々な対策が行われている。著者らは 2014年 8月

豪雨で被災した広島市八木地区における新設の砂

防堰堤や被災後に修復して流入防止壁の設置等の

対策を実施した県営緑丘住宅を調査した（図６）。

また近年、大規模な土石流の再現期間が広島県で

は概ね 100-数 100 年程度と報告されている 2)。実

際、図７に示すように呉市吉浦新出町地区の土石

流の発生場所は、1945 年 9月の枕崎台風 3)と 2018

年７月の西日本豪雨に相補的であることを確認し

た。また並行して数値標高・航空レーザ測量データ

に基づく崩壊開始点 4)と土砂氾濫域の推定、建築的

な洪水・土砂災害対策や流入防止壁の設置などに

よる被害低減策の検討 5)、立地適正化計画や逆線引

きなど土地利用規制・誘導による水害・土砂災害リ

スク軽減策に関する研究も実施している。 
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図 1 2024 年奥能登豪雨の塚田川の氾濫で被災した輪島市久手川町
堂山地区 1)（左）。２棟の古い木造家屋は残存しており、上流側の
RC造の塀により流失を逃れていた（右）。 

図２ 塚田川の氾濫流シミュレ
ーションと導流壁の設置によ
る家屋流失低減策の検討 

図３ 導流壁の設置による流速と浸水深さの変化の検討
（左：導流壁 A,Bで流体作用力が約６割低減、右：導流
壁 D の追加で流速が 1.88m/sから 1.06m/sまで低減） 

図４ 建物と止水塀の 1/50 模型の水理実
験用の４種のモデル（Case1 無：１棟・塀
無、Case1 有：1棟・塀有、Case2無：２
棟・塀有、Case2 有：２棟・塀有） 

図５ 建物・塀の水理実験における計測項目（左）、堰の高さと流下方向の分力計で測定した流体力
（中：堰は下流側にあり、高くするほど推進深は増すが、流速が低下する）、試験体下流側の実験
流路における左岸からの距離と流速の関係（右） 

図６ 2018 年豪雨の土石流災害か
ら修復し、土砂流入防止壁（黄色
枠）を設置した県営緑丘住宅 

図７ 1945年枕崎台風と 2018年豪雨
災害での土石流の発生場所(呉市吉
浦新出町地区：文献 3)に加筆） 

図８ 数値標高・航空レーザ測量
データに基づく崩壊開始点 4)

と土砂氾濫域の推定 
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□：土砂災害警戒区域（イエローゾーン） 
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